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アプローチ空間の評価構造における個人差の検討一生活経験との関連一

岩手大教育　○長沢由喜子

　目的　空間評価に関する多くの研究は評価における共通性の抽出を目的とするが，本研

究は共通性の抽出において看過されがちな評価の個人差に着目し，パーソナル・コンスト

ラクト理論に基づいて個人の評価構造の独自性を明らかにするとともに，個人差がもたら

される要因を生活経験に求め，その関連を検討しようとするものである．

　方法　アプローチ空間の評価にかかおる物理的要因として，スロープ，手すり，段差，

ドア形態の４要因に着目し，それらが等しく含まれる16枚のアプローチ空間の写真を刺激
として用い，面接法による心理実験を試みた．生活経験としての生活実態や生活意識の違

いが評価構造に及ぼす影響を明確に捉えることを意図し，調査対象者は車イス利用者11名，

高齢者21名，健常者23名とし，心理実験とあわせて生活経験に関する自記式質問紙による

調査を実施した．調査期日は1993年7月～9月である．

　結果　各々の写真の類似度を３段階の分類結果に基づいて点数化し，車イス利用者・高

齢者・健常者ごとに多次元尺度法による分析を試み，各被験者の空間評価軸を被験者自身
の分類理由のことばと,して解釈を行った．その結果，車イス利用者の評価パターンは一つ

に集約され，高齢者の場合には５つ，健常者の場合には６つの典型的な評価パターンが認

められた．さらに，それらの各評価パターンにおける個人差としての軸ウェイトと，総合
評価としての各写真の順位づけとの関連を検討した結果，障害者では車イスの利用時間・

利用年数が総合評価に影響を及ぼし，健常者では障害者や高齢者の存在の身近かさおよび

福祉意識などが軸形成および総合評価に影響を及ぼすことが明らかとなった．

2 Up-2 日米の新築戸建住宅の空間構成

　　　　　　　　　　尚綱女学院短大　桂　重樹
目的　日本の住宅規模は持ち家に限ってみれば拡大を続け92年には平均延面積が137. 5 m

石平均値で見る限り、米国の次いで規模の大きい住宅をもつ国になった。間取りを見ても

和室中心からプライバシイーを配慮した洋室中心の間取りへと変化してきている。このよ

うに変化する過程において、いろいろな形で米国の住宅が参考にされてきた。そこで、日

本の住宅に影響を与えている米国の住宅を床面積を中心に詳細に調べ、日本の住宅との類

似点、相違点について検討した。

方法　分旨対象に漣売住宅とし、日本の住宅として大手ノヽヽウスメーカが建売住宅として販売してい

石巨包を取り上げたまた、米国のき臨こついては住宅建築予定者向けの図面集にプランを掲載して

いる設計事務所より、§神田な図面を購入したこのような方法で収集した日本の住宅ﾖ2戸と米国の住

宅12戸を対象として、公室、私室をはじめとして、浴室などの水回り、押し入れ、物入れ、クロー

ゼットなどの収納、玄関、廊下などの通路など、各空間に分けて日米の住宅で延面積に対する比率を

求め比飲した。

結果　日米の住宅とも公室と私室を分離して設けている点は類似しているが、米国の住宅

瓦石いては夫婦の寝室が広さの点においても専用の浴室を持つなど、設備的にも最も重視

して造られている。各空間の延面積に対する比率は、日本の住宅では私室、公室および水

回りの比率が低く、ホールと収納空間の比率が相対的に高かった。また、日本の住宅には

必ず１階に和室が設けられているが、この部分の床面積の扱いによっては、米国の住宅と

各空間の構成比率が類似してくることなどを示した。
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